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昨
年
度
に
引
き
続
き
稲
毛
区
地
域
福
祉
計

画
推
進
協
議
会
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

鈴
木
金
作
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
度
よ
り
新
た
に
委
員
の
方
が
５
名
増
員

さ
れ
、
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
推
進
に
つ
い
て

皆
様
方
の
協
力
と
知
恵
を
お
借
り
し
て
勇
往

邁
進
し
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

昨
年
度
は
、
稲
毛
区
地
域
福
祉
を
推
進
し
て

い
く
上
で
の
方
向
性
を
示
す
「
５
つ
の
基
本
方

針
」
を
、
各
地
域
ご
と
に
委
員
の
方
々
を
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
１
つ

の
基
本
方
針
を
割
り
振
り
、
具
体
的
な
取
り
組

み
事
項
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
交
換
、
問
題

点
の
洗
い
出
し
、
解
決
策
等
を
協
議
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
で
、
こ
の
地
域
福
祉
計
画
推
進
協

議
会
が
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
の

機
能
を
よ
り
一
層
担
っ
て
き
て
い
る
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
も
、
引
き
続
き
こ
の
作
業
を
複
数
回

繰
り
返
し
、
次
期
5
ヶ
年
計
画
に
向
け
て
の

見
直
し
作
業
も
合
わ
せ
て
行
い
、
皆
様
か
ら
出

た
意
見
を
共
有
し
、
取
り
入
れ
活
動
し
て
い
く

こ
と
で
、
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」

づ
く
り
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

今
後
も
、
皆
様
方
の
積
極
的
な
参
画
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
ご
要
望
も
い
た
だ
け

た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

       

稲
毛
区
長
の
弓
削
田
で
す
。 

稲
毛
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会

も
ス
タ
ー
ト
し
て
今
年
で
４
年
目
と
な

り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
地
域
に
密
着
し

た
福
祉
活
動
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

稲
毛
区
地
域
福
祉
計
画
は
、
５
つ
の

基
本
方
針
と
３
５
の
具
体
的
取
り
組
み

事
項
が
あ
り
、
各
地
域
で
数
多
く
の
事

業
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
、「
高
齢
者

を
支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」

「
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
」「
地
域
助
け
合

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
」
な
ど
大
き
な

成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

昨
今
、
地
域
で
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
し
て
い
る
中
、
身
近
な
地
域
で
の
見

守
り
や
支
え
合
い
・
助
け
合
い
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
、
推
進
協
議
会
委
員
の
皆
様

は
も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
様
に
は
、
地

域
福
祉
活
動
が
根
付
き
、
潤
い
の
あ
る

住
み
や
す
い
地
域
と
な
り
ま
す
よ
う
引

き
続
き
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

   「花の都・ちば」 
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第１・２回稲毛区地域福祉計画推進協議会開催 

 

平
成
21
年
6
月
27
日(

土)

、
９

月
５
日(

土)

に
稲
毛
区
役
所
講
堂

に
お
い
て
稲
毛
区
地
域
福
祉
計
画

推
進
協
議
会(

以
下
：
区
推
進
協)

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
1
回
区
推
進
協
で
は
、
委
員

の
互
選
に
よ
り
、
委
員
長
に
鈴
木

委
員
、
副
委
員
長
に
原
田
委
員
と

松
川
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
行
政
か
ら
「
区
地
域
福

祉
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
と
し

て
、
見
直
し
の
趣
旨
、
考
え
方
・
ポ

イ
ン
ト
、
現
計
画
の
見
直
し
方
法

や
、
「
区
地
域
福
祉
計
画
の
取
組

状
況
調
査
に
つ
い
て
」
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
に
開
催

予
定
の
市
推
進
協
議
会
に
お
い
て

委
員
長
が
稲
毛
区
福
祉
計
画
の
進

捗
状
況
及
び
現
状
に
つ
い
て
、
報

告
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
委
員
よ
り
情
報
提
供
や
貴
重
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

第
2
回
区
推
進
協
で
は
、
前
年

度
に
続
き
各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
ご
と
に
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
が
、
活
発
に
行

わ
れ
、
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
よ
り

意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
（
２
、

３
面
に
掲
載
） 

次
回
、
区
推
進
協
は
平
成
22
年

11
月
28
日
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
こ
の
区
推
進
協
は
、

一
般
に
も
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。 
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基本方針１ 地域に住む人々が、お互いを知り、理解することから始めよう 

１－（１）－① 「地域に住む人々が、お互いを知り、理解することから始めよう」 

 ・一番大事なことは、町内自治会との連携を図ることが重要です。 

・町内自治会が中心となって各種行事が実施されていますが、参加者が固定化してきているとい

う現状もあります。 

 ・「地域に無関心になっている」「危機感が感じられない」などの現状を克服していく活動が求め

られています。 

１－（２)－① 地域の情報交換の推進 

 ・困っている人は、まず行政の相談窓口へ相談しています。 

・民生委員・児童委員や町内自治会の方への相談は活用されていますが、地域の施設や相談コー

ナーなどへの利用が少ないようです。 

・地域の相談窓口部分を強化することに注目し、各町内自治会組織の組長や班長が、年１回の会 

 費集金の際に自治会の内容や組織的なアドバイスを行う事から始めてみましょう。 

・自治会回覧が個別に２ヶ月に一度配布され、様々な行事や地域の情報が入っているのでとても 

有効です。 

１－(２)－② 回覧板での「困った欄」と施設に「困った箱」の設置 

・回覧板に困った欄を設けても、個人情報などの個人的な内容を書き込むのは難しいのではない

か。 

・個人情報が書き込まれた場合、民生委員と地区部会との連携がうまくいくのか、また、推進協 

  議会内で個人情報の基準についても話し合うべきではないでしょうか。 

基本方針２ 「気軽に、楽しく、おしゃべりしたり、過ごせたり、 

活動したり」するみんなの居場所づくり 

２－(１)－③ ご飯を一緒に食べる機会作り 

 ・食事サービスを実施している中で個別に相談等を受けている場合もあります。 

 ・個別の相談窓口は、公設だけでなく民間の施設でも相談に応じていますが一方で、相談窓口が

一本化されておらず分かりづらい現状があります。 

 ・「どんなニーズを抱えている人でも、連絡すれば解決できる」場所があると良いです。 

 ・高齢者関係は、情報提供や相談する機会が多くあるように見受けられます。 

 ・障害者関係の方は、外出できない方が多く、情報に接する機会が限られてしまいます。 

 ・障害者の情報は、民生委員まで入ってこない現状があります。 

推進協議会での意見交換 
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２－(１)－⑥ 学校での放課後等の子どもの居場所づくりや地域交流の実施 

・小学生については、放課後の居場所が確保されていますが、特に中学生・高校生については、

放課後の居場所づくりや地域交流の場がないのが現状です。 

・中学校で放課後、部活動をやっていない生徒を対象に地域の方と交流する居場所づくりを計画

しましたが、校長先生の異動や、場所確保の問題があり構想段階で終わってしまいました。 

・場所の確保という問題で、学校の空き教室、商店街の空き店舗ということをイメージされやす

いですが、学校及び商店街によりけりで地域性などもあります。 

２－(２)－⑥ これからできる施設などについての活用方法の提案 

 ・この取り組みは稲毛区推進協議会の役割に密接にからんでいます。  

・稲毛区地域福祉計画には、保健福祉センターが建設されることにより、小中台保健センター跡

地の活用方法について地区フォーラムで出された意見をもとに地域の声として提案していくと

あります。 

・当区推進協議会は、この取り組み事項に対して積極的に取り組んで行きたいと思います。 

２－(３)－① 交通手段の充実に向けて 

 ・コミュニティバスを利用し、千葉⇔稲毛（北部）⇔花見川を結ぶような経路が考えられます。 

 ・市全体から見ると稲毛区は必ずしも不便ではありませんが、交通の利便性は地域によって違い

があります。 

 ・アイデアとして、開発利益を還元する形で公園や集会所などを提供しているのと同様にバスの

運行を提供してもらう考えもあります。 

・ 過去に循環バスを通したことがありますが、並大抵のことではなかったと記憶しています。 

基本方針３ 身近なところで必要な情報を得ることができる仕組みづくり 

３－(１)－① 地域の情報の収集と発信 

・地域福祉というのは、多くの人に知ってもらうことに意味があるので、困っていないような方

にも見てもらえるような情報の発信の仕方をしていかなければなりません。 

・情報の発信として、地区部会が地区部会だよりを発行していますが、実感としてあまり見ても

らえていないのではないでしょうか。 

 ・町内の回覧では、末端までの伝達がされていない地域もあるようです。 

 ・「推進協議会は、情報のプラットホームである」と言われますが、稲毛区推進協議会の開催回数

を増やす必要があるのではないでしょうか。 

・地域の方々がグループに分かれ、顔を見合わせて意見交換できたので、このような場は必要で

あることを再認識しました。 

３－(１)－② ぷらっと寄ることができる場での情報提供 

・ぷらっと寄れる場というのは、特定の人だけではなく誰でもが集まれる場ということです。 

  区役所・公民館・コミニティセンター等これまでも利用されています。 

 ・今後、新しく出来る保健福祉センターの活用について、有効に利用できるよう提案していきた

いと思います。 

 

※ 昨年度第 4 回と今年度第 2 回の稲毛区推進協議会で話し合われた議事内容をまとめたものを記

載しました。紙面の都合で、基本方針 4 と基本方針５につきましては、推進協だより№８号にて掲

載の予定です。 



（4）    稲毛区地域福祉計画推進協議会だより 
 

 

（
地
域
の
方
々
と
の 

 

 
 

交
流
の
場
の
設
定
） 

 

基
本
方
針
２ 

「
学
校
の
放
課
後
を
利
用
し
た
み
ん
な
の
居

場
所
作
り
や
地
域
と
の
交
流
」
に
取
り
組
ま
れ
た
緑
が
丘
中
学

校
の
事
例
を
校
長
先
生
の
お
話
を
も
と
に
紹
介
。 

 

学
区
の
は
ず
れ
に
位
置
す
る
本
校
は
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
が
学
校
に
足
を
運
ぶ
機
会
が
少
な
く
、
生
徒
も
親
・
兄
弟

の
核
家
族
が
多
い
。
そ
こ
で
、
ふ
だ
ん
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
域
の
方
々
な
ど
経
験
豊
か
な
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会

を
設
け
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
が
図
れ
る
と
考

え
ま
す
。 

 
 

（
目
的
） 

 
 
 

・
保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
常
に
学
校
に
目
を
向
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
場
を
作
る
。 

 
 

・「
地
域
の
学
校
」
と
し
て
、
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
生
徒
を
育
て
る
場
を
作
る
。 

・
生
徒
の
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場
を
作
る
。 

「
夕
焼
け
サ
ロ
ン
」
と
い
う
名
称
と
構
想
に
つ
い
て
は
、
平

成
１９
年
度
よ
り
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
は
平
成
２１
年
度
４
月

よ
り
実
施
さ
れ
、
毎
週
月
・
火
曜
日
の
放
課
後
４
時
か
ら
５
時

の
間
、
第
二
保
健
室
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
主
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
方
々
は
３
名
。

当
初
生
徒
に
は
「
悩
み
の
相
談
」
と
い
う
こ
と
で
呼
び
か
け
た

た
め
、
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
。
現
在
は
「
雑
談
に
お
い
で
」

と
い
う
こ
と
で
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 
 

（
校
長
先
生
談
） 

放
課
後
生
徒
達
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
雑
談
し
な
が
ら
交
流

が
図
れ
た
ら
よ
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

(

山
田
委
員) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                          

 

【稲毛福祉事務所】                       [ http://www.city.chiba.jp/ward/inage/inage.html ] 
・福祉サービス課 《身体障害者福祉、児童福祉、高齢者福祉等》 

保健福祉総合相談窓口(☎:２８４-６２８２)  

高齢福祉係(☎:２８４-６２８２) ・児童福祉係(☎:２８４-６１３７) 
障害福祉係(☎:２８４-６１４０) ・家庭児童相談室(☎:２８４-６１３９) 

・社会援護課 《生活保護の相談等》 
社会給付係（☎:２８４-６１３５) ・保護第一係（☎:２８４-６１４２） ・保護第二係（☎:２８４-６１４３） 

・介護保険課  

保険料給付班(☎:２８４-６２３２) 《保険料の賦課・介護保険給付等》 
受給者管理班(☎:２８４-６２４１) 《要介護等の認定・訪問調査等》 

【社会福祉協議会稲毛区事務所】 (☎:２８４-６１６０)  ［ http://www.chiba-shakyo.com/ ］  

《ボランティア活動に関する相談や講座の開催、地区部会の支援、車椅子の貸出、生活福祉資金の貸付相談等》 
 

【小中台保健センター】 (☎:２５６-９４１８) 
 [ http://www.city.chiba.jp/ward/inage/konakadai-hc/index.html ]  

《乳幼児の健康診査、育児相談、成人・老人の健康教育等》 
 

【あんしんケアセンター】 
みどりの家(☎:２８４-６８１１）   ・双樹苑(☎:３０４-７７４０） 
《介護予防ケアマネジメント、総合相談支援、虐待の早期発見・防止、権利擁護等》 

秋
晴
れ
の
快
晴
に
恵
ま
れ

た
１０
月
１８
日
、「
稲
毛
区
民
ま

つ
り
」
は
社
協
各
地
区
部
会
の

活
動
報
告
や
参
加
団
体
の
バ

ザ
ー
や
出
し
物
な
ど
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
み

ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
る
お
祭
り
も
地
域
福

祉
の
一
環
か
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら 

も
地
域
活 

動
等
に
興 

味
の
あ
る 

方
や
お
困 

り
の
方
の 

た
め
の
情 

報
誌
と
し 

て
頑
張
っ 

て
行
き
ま 

す
の
で
、

ご
協
力
を

お
願
い
し

ま
す
。 

稲毛区福祉の相談窓口 

夕
焼
け
サ
ロ
ン 

☆ 放課後活動風景 ☆ 

 


